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蒲郡市の人事行政の運営等の状況の公表 

 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 

(1)職員の定員の状況 

部門 
職員数 

対前年増減数 
H28 年度 H29 年度 

一般行政部門 

議  会 

総  務 

税  務 

民  生 

衛  生 

農林水産 

商工・観光 

土  木 

6 人 

88 

30 

167 

58 

13 

13 

48 

6 人 

89 

30 

166 

60 

13 

13 

48 

0 人 

  1 

0 

       △ 1 

2 

0 

   0 

0 

小  計 423            425            2 

特別行政部門 
教  育 

消  防 

      52 

      112 

      52 

      113 

0 

       1 

小  計         164         165         1   

普通会計 計 587 590         3 

公営企業等会計 

部門 

病  院 

水  道 

下水道 

その他 

430 

16 

15 

61 

435 

16 

16 

63 

         5 

0 

1 

2 

小  計 522 530            8 

合  計 1,109 1,120           11 

 

(2)職員数の推移（各年 4.1 現在） 

年度  

 

部門別 

24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 
過去 5年間の増減数 

（率） 

一般行政 
人 

407 

人 

404 

人 

404 

人 

416 

人 

423 

人 

425 

人       

18 （   4.4%） 

教育 47 46 53 48 52 52 5 （  10.6%） 

消防 112 109 112 112 112 113 1 （   0.9%） 

普通会計 計 566 559 569 576 587 590 24 （   4.2%） 

公営企業会計 計 492 500 517 523 522 530 38 （   7.7%） 

合  計 1,058 1,059 1,086 1,099 1,109 1,120 62 （   5.9%） 

 （注）職員数は一般職（教育長を含む）に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを

含み、非常勤・臨時・嘱託職員は除いています。 
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(3)採用・退職者の状況（H28.4.2～H29.4.1 採用者、H28 年度退職者） 

区分 定年退職者 勧奨退職者 普通退職者 退職者 計 採用者 

市長部局 

 行政職 

 保育職 

 医療職 

 技能労務職 

16 

6 

      2 

      1 

      7 

1 

  1 

 - 

  - 

           - 

57 

  3 

  6 

 47 

           1 

 74 

 10 

8 

 48 

  8 

85 

     24 

      9 

     50 

           2 

議会事務局 

行政職 

技能労務職 

      1 

           1 

- 

      - 

           - 

- 

      - 

           - 

- 

       1 

           1 

- 

      - 

           - 

           - 

消防本部 

 消防職 

   - 

      - 

      - 

           - 

      1 

           1 

       1 

      1 

    4 

      4 

教育委員会 

 行政職 

技能労務職 

教育職 

   1 

      1 

           - 

      - 

   - 

      - 

           - 

           - 

   8 

      - 

           - 

 8 

     9 

      1 

           - 

           8 

      8 

           1 

           - 

           7 

監査事務局 

行政職 

      - 

           - 

      - 

           - 

      - 

           - 

      - 

           - 

      - 

           - 

   計 18 1 66  85 97 

（注）フルタイム再任用職員・任期付職員（ともに退職時は普通退職扱い）を含みます。 
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２ 職員の人事評価の状況 

 

(1)人事評価の状況 

対 象 者 全職員 

対象期間 平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 

評価項目 能力評価 業績評価 

評価区分 Ｔ１～Ｔ５、Ｎの６段階評価 

評価回数 年２回 

 

 ※達成度基準表 

区分 達成程度 

Ｔ１ 目標を大きく上回って達成 

Ｔ２ 目標を上回って達成 

Ｔ３ 目標をほぼ達成 

Ｔ４ 目標を下回った 

Ｔ５ 目標を大きく下回った 

Ｎ 未着手 

 

(2)昇給への勤務成績の反映状況 

平成２８年４月２日から平成２９年４月１日 

までにおける運用 

蒲郡市 

管理職員 一般職員 

イ 人事評価を実施した ○ ○ 

 標準に加え、上位及び下位の区分も適用   

標準に加え、上位の区分も適用   

標準に加え、下位の区分も適用   

標準の区分のみ適用 ○ ○ 

ロ 人事評価を実施していない   
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３ 職員の給与の状況 

 

Ⅰ 給与の状況 

(1)人件費の状況（平成 28 年度普通会計決算） 

住民基本台帳人口 

（H29.3.31） 

歳出額 

     (A) 
実質収支 

人件費 

     (B) 

人件費率 

  (B/A) 

(参考) 

27年度の人件費率 

80,634 人 26,651,531 千円 2,141,087 千円 5,106,187 千円 19.2％ 21.1％ 

 （注）人件費には、特別職等に支給される給料、報酬などを含みます。 

 

(2)職員給与費の状況（平成 28 年度普通会計決算） 

職員数 

  (A) 

給与費 １人当り給与費 

    (B/A) 給料 職員手当 期末･勤勉手当  計  (B) 

589 人 1,993,866 千円 431,754 千円 737,520 千円 3,163,140 千円 5,370 千円 

 （注）1.職員手当には、退職手当を含みません。 

    2.職員数(再任用短時間勤務職員を含む)は、平成 29 年 4月 1 日現在の人数です。 

 

(3)職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（H29.4.1 現在） 

区  分 
一般行政職職員 全職員 

蒲郡市 国 蒲郡市 国 

平均給料月額 

 

平均給与月額 

 

平均年齢 

304,300 円 

 

333,716 円 

 

38.3 歳 

330,531 円 

 

410,719 円 

 

43.6 歳 

302,400 円 

 

326,976 円 

 

37.3 歳 

339,980 円 

 

416,969 円 

 

43.2 歳 

 （注）1.平均給与月額は、給料、扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当の合計額の平均です。（国は、単身赴任

手当、特地勤務手当などを含みます。） 

 

(4)ラスパイレス指数の状況 

区   分 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 

ラスパイレス指数 100.9 100.1 101.5 101.4 

 （注）1.ラスパイレス指数とは、一般行政職の各経験年数別の平均給料月額を国家公務員を 100 とした場合と比較した

ものです。 

 

(5)職員の初任給の状況（H29.4.1 現在） 

区    分 
蒲郡市 国 

初任給 採用2年後給料額 初任給 採用2年後給料額 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

184,800 円 

150,500 円 

197,500 円 

161,700 円 

178,200 円 

146,100 円 

 191,700 円 

155,800 円 

技能労務職 
高校卒 

中学卒 

164,900 円 

148,200 円 

178,800 円 

158,900 円 

― 

― 

― 

― 

（注）1.採用試験に合格し、学校卒業後直ちに採用された者の初任給と、その者が 2年後に受け取ることとなる給料額

を掲げてあります。 

2.国の大学卒の初任給は、一般職（大卒）の額です。 
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(6)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（H29.4.1 現在） 

経験年数 

一般行政職 

大学卒 高校卒 

蒲郡市 国 蒲郡市 国 

10～15 年 

15～20 年 

20～25 年 

25～30 年 

30～35 年 

35 年以上 

279,800 円 

327,600 円 

376,000 円 

399,700 円 

417,300 円 

430,600 円 

289,500 円 

331,900 円 

372,600 円 

401,100 円 

409,700 円 

411,700 円 

251,800 円 

294,600 円 

348,100 円 

381,200 円 

― 

― 

241,100 円 

283,800 円 

328,000 円 

359,300 円 

382,000 円 

396,800 円 

 

(7)一般行政職級別職員数の状況（H29.4.1 現在） 

区 分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 

計 標準的な 

職務内容 
部長 次長 課長 

課長 

補佐 
係長 主事 主事 主事補 

職員数 9 人 12 人 46 人 49 人 51 人 68 人 78 人 48 人 361 人 

構成比 2.5% 3.3% 12.8% 13.6% 14.1% 18.8% 21.6% 13.3% 100% 

1 年前の構成比 3.2% 2.9% 12.0% 14.3% 16.6% 19.0% 18.7% 13.3% 100% 

 

Ⅱ 職員手当の状況 

(1)期末勤勉手当（※H29 年度支給割合） 

区 分 
蒲郡市 国 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6 月期 1.225 月 0.850 月 1.225 月 0.850 月 

12 月期 1.375 月 0.850 月 1.375 月 0.850 月 

計 2.600 月 1.700 月 2.600 月 1.700 月 

その他 職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり 職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり 

 

(2)地域手当（H29.4.1 現在） 

支給対象職員 1人当り平均支給年額（H28 年度決算） 939,072 円 

支給対象 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率） 

医 師 16 %    52 人 16 % 

任期付教員 10.0 %    14 人  

（注）平成 18 年度に調整手当から地域手当に変更しています。 

 

(3)退職手当（H29.4.1 現在） 

区   分 
蒲郡市 国 

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 

勤続 20 年 

勤続 25 年 

勤続 35 年 

最高限度額 

20.445 月分 

29.145 月分 

41.325 月分 

49.59 月分 

25.55625 月分 

34.5825 月分 

49.59 月分 

49.59 月分 

20.445 月分 

29.145 月分 

41.325 月分 

49.59 月分 

25.55625 月分 

34.5825 月分 

49.59 月分 

49.59 月分 

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2%～30%加算） 定年前早期退職特例措置（2%～30%加算） 

退職時特別昇給 平成 12 年度から制度廃止 平成 16.5.1 から制度廃止 

１人当り平均支給額 399 千円 21,495 千円 （普通退職 12 人、定年・勧奨退職 15 人） 

（注）１ 1 人当りの平均支給額は、前年度に退職した全職種にかかる職員に支給された平均額です。 

２ 支給額は退職時の給料月額に勤続年数に応じた支給月分を乗じた額が支給されます。 
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 (4)時間外勤務手当（普通会計） 

年度 内容 支給額 

H28 年度 
支給総額 

職員 1人当り支給年額 

   170,078 千円 

     296 千円 

H27 年度 
支給総額 

職員 1人当り支給年額 

   156,512 千円 

     266 千円 

 

(5)特殊勤務手当（H28 年度普通会計） 

内     容 全職種 

職員全体に占める手当支給職員の割合   26.8% 

支給対象職員 1人当り平均支給年額  189 千円 

手当の種類（手当数）  6 種類 

代表的な手当の名称 

（危険・困難・不快・不健康な業務に対する手当） 

消防手当 

衛生手当 

 

(6)その他の手当 

手当名 内容及び支給単価 国の制度との同異 

扶養手当 

(H29.4.1 現在) 

 配偶者             月額 10,000 円 

 子               月額 8,000 円 

子（配偶者がいない場合１人のみ）月額 10,000 円 

 父母等             月額  6,500 円 

 父母等（配偶者・子がいない場合１人のみ） 

月額  9,000 円 

 16 歳以上 22 歳未満の子の加算額 月額 5,000 円 

同 

住居手当 

(H29.4.1 現在) 
借家限度額            月額 27,000 円 同 

通勤手当 

(H29.4.1 現在) 

 交通機関利用者の最高支給限度額 月額 55,000 円 

 交通用具利用者 2Km 未満     支給なし 

2Km～ 5Km    月額  2,500 円 

                  5Km～10Km       月額  5,000 円 

                  以下 5Km 区分ごとに 2,500 円加算 

          最高額  40Km 以上    月額 22,500 円 

同 

同 

2,000 円 

4,200 円 

  2,900 円加算 

40Km～45Km   月額 24,400 円 

45Km～50Km   月額 26,200 円 

50Km～55Km   月額 28,000 円 

55Km～60Km   月額 29,800 円 

60Km 以上        31,600 円 

 

Ⅲ 特別職の報酬等の状況 

(1)特別職の報酬等 （H29.4.1 現在） 

区  分 給料または報酬月額 
期末手当の支給割合 

6 月期 12 月期 計 

市 長 927,000 円 

1.550 月 1.700 月 3.250 月 

副市長 781,000 円 

議 長 532,000 円 

副議長 489,000 円 

議 員 457,000 円 

（注）1.平成 18 年 4 月 1 日から収入役を廃止するとともに、市長・副市長の退職手当の支給率を従前の 1/2 に改定し

ています。 

     2.平成 22 年 4月 1 日から特例条例を廃止し、減額改定を行っています。 
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４ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

 

(1)勤務時間・休憩時間 

勤務時間 月曜日から金曜日までの各日の 8時 30 分から 17 時 15 分まで 

 （休憩時間を除き 4週間を超えない期間につき 1週間当り 38 時間 45 分） 

休憩時間 正午から午後１時まで 

休 日 週休日（土、日曜日）、国民の祝日、年末年始（12 月 29 日から 1月 3 日まで） 

（注）職務又は職場の特殊性によって、特別の形態で勤務する職員もいます。 

 

(2)その他の勤務条件（主な休暇の種類） 

区 分 事   由 付与日数 

年次有給休暇  1 年につき 20 日 

病気休暇 

（有給） 

負傷又は疾病のため療養する必要がある場合 90 日の範囲内でその療養に必要と

認める期間 

特別休暇 

（有給） 

選挙権その他公民としての権利を行使する場合 必要と認められる期間 

裁判員、証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地

方公共団体の議会その他官公署へ出頭する場合 

必要と認められる期間 

骨髄液の提供希望者として登録を行う場合、又は骨髄液移

植のため、配偶者、父母、子及び兄弟姉妹以外の者に骨髄

液を提供する場合 

必要と認められる期間 

自発的、かつ報酬を得ないで社会に貢献する活動を行う場

合（専ら親族に対する支援となる活動は除く） 

1 の年度において 5日以内の期間 

職員が結婚する場合 連続する 5日以内の期間 

8 週間（多胎妊娠の場合は 14 週間）以内に出産する予定で

ある女性職員が申し出た場合＜産前休暇＞ 

出産の日までの申し出た期間 

女性職員が出産した場合＜産後休暇＞ 出産の日の翌日から 8週間 

生後 1 年に達しない子を育てる職員が、その子の保育のた

めに必要と認められる授乳等を行う場合 

1 日 2回それぞれ 30 分以内の期間 

職員の妻が出産する場合 2 日の範囲内の期間 

職員の妻が出産する場合であって、産前産後の 8 週間に当

該出産に係る子又は小学校就学の始期に達するまでの子を

養育する職員がこれらの子を養育する場合 

当該期間内における 5 日の範囲内の

期間 

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員がその

子の看護をする場合 

1 の年度において 5 日（2 人以上は

10 日）以内の期間 

配偶者、父母、子、配偶者の父母、祖父母、孫及び兄弟姉

妹の負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障が

あるものの介護・世話をする場合 

1 の年度において 5 日（要介護者 2

人以上は 10 日）以内の期間 

親族が死亡した場合 親族に応じ定められた期間 

夏季における盆等の諸行事、心身の健康維持及び増進又は

家庭生活の充実のため認められる場合 

7月から9月までの期間内における5

日の範囲内の期間 

介護休暇 

   （無給） 

配偶者、父母、子、配偶者の父母、祖父母、孫及び兄弟姉

妹の負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障が

あるものの介護をする場合 

介護を必要とする 1 の継続する状態

ごとに、3 回を超えず、かつ、通算

して 6月を超えない範囲内の期間 

介護時間 

   （無給） 

介護を必要とする 1 の継続する状態

ごとに、連続する 3 年の期間内にお

いて 1 日につき 2 時間を超えない範

囲内の期間 
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(3)年次有給休暇の取得状況（H28 年度実績） 

区  分 人 数 日 数 1 人当り日数 

本庁等 

保育園 

消 防 

競 艇 

病 院（医療） 

     380 人 

  106 

  106 

   26 

  393 

3,736.5 日 

508.6 

1,302.8 

  314.6 

3,172.1 

9.8 日 

4.8 

12.3 

12.1 

8.1 

計 1,011 9,034.6 8.9 

 

(4)育児休業等取得者の状況 

 ①育児休業取得者 

区  分 H28 年度中に新に取得した職員数 H27 年から継続して取得した職員数 

女性職員 

 一般事務職 

保育職 

 医療職 

     20 人 

            4 

            6 

           10 

     37 人 

           11 

            12 

           14 

男性職員           1           - 

 ②部分休業取得者 

区  分 H28 年度中に新に取得した職員数 H27 年から継続して取得した職員数 

女性職員 

 一般事務職 

保育職 

 医療職 

      1 人 

            - 

            - 

            1 

       17 人 

            5 

            1 

            11 

男性職員           1           - 

 

 

 

 

５ 職員の分限及び懲戒処分の状況 

 

(1)分限処分の状況（H28 年度）                          （単位：人） 
                   処分の種類 

処分の事由 降任 免職 休職 降給 計 

勤務成績が良くない場合 地方公務員法第 28 条第 1 項第 1 号 - -   - 

心身の故障の場合 地方公務員法第 28 条第 1 項第 1 号 

                   第 2 項第 1 号 
- - 3  3 

職に必要な適格性を欠く場合 地方公務員法第 28 条第 1 項第 3 号 - -   - 

職制、定数の改廃、予算の減少に

より廃職、過員を生じた場合 
地方公務員法第 28 条第 1 項第 4 号 - -   - 

刑事事件に関し起訴された場合 地方公務員法第 28 条第 2 項第 2 号   -  - 

条例で定める事由による場合 地方公務員法第 27 条第 2 項   - - - 

計 - - 3 - 3 

（注）分限処分とは、心身の故障、刑事事件での起訴など職務が十分に果たせない場合において、公務能率の維持を目

的に行う処分です。 
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(2)懲戒処分の状況（H28 年度）                          （単位：人） 
                   処分の種類 

処分の事由 
戒告 減給 停職 免職 計 

法令に違反した場合 地方公務員法第 29 条第 1 項第 1 号 2 1 2 1 6 

職務上の義務に違反し又は職

務を怠った場合 
地方公務員法第 29 条第 1 項第 2 号 - (1) (2) (1) (4) 

全体の奉仕者たるにふさわし

くない非行のあった場合 
地方公務員法第 29 条第 1 項第 3 号 - - (2) (1) (3) 

計 2 1 2 1 6 

（注）懲戒処分とは地方公務員法などに違反した場合や職務上の義務違反などに対して、秩序維持を目的に行う処分で

す。 

   ( )内数字は同一職員が複数の処分事由に該当したため( )にて計上。 

 

 

 

 

６ 職員の服務の状況 

 

(1)服務制度に関する研修等の実施状況 

   地方公務員法に定められた市職員としての義務を周知徹底するため、新規採用予定者研修を始め各種研修等におい

て服務制度に係る研修を実施しました。 

   また、随時、通知文書により服務規律の徹底を図りました。 

 

(2)ハラスメント対策 

   ハラスメント（セクシュアル・パワー・モラル）の防止及び排除に関する要綱を定めており、相談窓口を設置して

職場におけるハラスメントの防止に努めました。 

 

(3)営利企業等への従事許可状況（H28 年度） 

区  分 地区役員等 農業・不動産収入 計 

市長部局 

議会事務局 

消防本部 

教育委員会 

監査事務局 

31 人 

           - 

           - 

      2 

      - 

16 人 

      1 

      1 

      - 

           - 

47 人 

      1 

      1 

      2 

      - 

計 33 18 51 

 

(4)時間外・休日勤務の状況（H28 年度） 

区 分 時間外・休日勤務 

 

市長部局 

議会事務局 

消防本部 

教育委員会 

監査事務局 

時間 

112,352 

    461 

21,297 

  4,208 

    662 

時間/人 

  137.7 

  115.3 

  217.3 

  183.0 

  331.0 
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７ 職員の退職管理の状況 

 

 再就職情報の届出 

働きかけ規制の実効性を高めるため、再就職した元職員（課長級以上）に対し、離職後 2年間、 

再就職先情報の届出を義務付けています。 

28 年度届出 6 件 
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８ 職員の研修の状況 

 

(1)職員研修の状況（H28 年度） 

 研  修  名 研修日数 受講者数 

新規採用 

職員研修 

新規採用予定職員研修 

新規採用職員後期研修 

4 日 

3 

29  人 

 46 

一般研修 初級職員研修 

中級職員研修 

新任課長研修 

4 

4 

2 

20 

 19 

 27 

特別研修 公務員倫理研修 

接遇研修 

安全運転研修 

メンタルセルフケア研修 

普通救命研修 

地方自治法研修 

地方公務員法研修 

人事評価評価者研修 

クレーム対応研修 

選挙制度・選挙事務研修 

被災者支援システム研修 

職員健康管理研修 

職員のための健康づくりの研修 

新行政不服審査制度対応研修 

やさしい日本語研修 

新行政不服審査制度における審理員研修 

保育園職員秋季研修 

地域支え合いのまちづくり講演会 

障害者差別解消に関する研修 

公共施設マネジメント研修 

e-ラーニングによる個人番号制度研修 

e-ラーニングによる情報セキュリティ研修 

例規集データベースシステム操作研修 

ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）操作研修 

女性のキャリア形成研修 

1 

1 

延  2.5 

0.5 

延  4 

3 

  3 

延  2 

1 

延  1 

0.5 

0.5 

0.5 

延  1 

延  1 

延  1 

    0.5 

    0.5 

 延  1 

延  1 

最大 83 

最大 83 

    0.5 

    0.5 

    0.5 

49 

51 

   320 

48 

115 

12 

16 

121 

16 

53 

56 

29 

    43 

73 

46 

42 

156 

10 

200 

120 

859 

865 

 18 

 11 

 44 

派遣研修 自治大学校（第２部ほか） 

市町村職員中央研修所主催 

愛知県市町村振興協会研修センター主催 

愛知保育士研修協議会主催 

全国市長会主催 

他市町村主催 

東三河広域連合主催 

民間団体主催 

延 79 

延 60 

延 47 

延 14 

1 

延  1.5 

4 

延 12 

2 

8 

63 

9 

1 

14 

5 

5 

自主研修 通信教育研修 

e-ラーニング（自治大学校提供） 

e-ラーニング（研修センター提供） 

自主研究グループ活動 

 

 

18 

4 

8 

14 

合    計 3,665 
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９ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

 

(1)共済制度 

地方公務員共済組合事業 費用負担 加入団体 H28 年度負担金 

短期給付事業（健康保険） 

長期給付事業（共済年金） 

福祉事業（保健事業） 

介護給付事業 

組合員の掛金 50% 

市の負担金 50% 
愛知県市町村職員共済組合 1,226,233 千円 

 

(2)互助会の状況（蒲郡市職員互助会） 

H28 年度主な事業 事 業 内 容 H28 事業費 

共済給付事業 結婚祝金、長期勤続祝金、入学祝金、弔慰金、退会一時金 ほか 9,478 千円 

全体事業 バス旅行、野球観戦、テーマパーク入場補助 1,462 千円 

クラブ補助事業 野球部を始めとする 12 クラブに対する活動費の助成 700 千円 

支部事業 本庁支部を始めとする 6支部事業に対する事業費助成 2,698 千円 

職場親睦事業助成 職場親睦事業に対する助成 2,504 千円 

H28 年 4 月 1日現在会員数  1,152 人 市交付金  7,441 千円 1 人あたり 6,459 円 

 （注）1 事業費会員負担額 ＝ 給料月額 × 3/1000 

〃  市交付金 ＝ 事業実績による精算方式 

    2 公費負担事業（全体事業等）と掛金負担事業（共済給付事業）の経理区分の明確化を図っています。 

 

 (3)安全衛生管理体制 

   職員の安全の確保、健康の保持増進などの諸施策を効果的に推進するために、蒲郡市職員安全衛生管理規程の定め

るところにより、総括安全衛生管理者を組織の長とする安全衛生管理体制を整備しています。 

   機関として、消防本部及び消防署の職場（消防）、市民病院の職場（病院）、前出の２つに属さない職場（本庁）に

おいてそれぞれ安全衛生委員会を設置し、総括安全衛生管理者の指揮のもとに安全衛生に係る業務を行っています。 

定期健康診断ほか主な健康管理の実施状況（H28 年度）  公務災害の発生状況（H28 年度） 

種  類 受診者数 区 分 公務災害 通勤災害 

定期健康診断 上期（7月） 809 人 市長部局     9 件    3 件 

下期（1月） 384 人 教育委員会    - - 

人間ドック・脳ドック 

（共済組合による保健事業） 

385 人 消防本部    2 件 - 

 

(4)利益の保護の状況（H28 年度） 

区   分 継続事案 新規事案 繰越事案 

勤務条件に関する措置の要求 なし なし なし 

不利益処分に関する不服申立て 1 件 なし なし 

（注）公平委員会報告事項によるものです。 

 


